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平成27年６月橋本市議会定例会会議録（第３号）その３ 

平成27年６月23日（火） 

                                           

                                           

（午前10時40分 再開） 

○議長（中本正人君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番９、10番 森下君。 

〔10番（森下伸吾君）登壇〕 

○10番（森下伸吾君）おはようございます。

私も２期目スタートさせていただきまして、

17回目の一般質問を議長のお許しをいただき

ましたので、通告に従い行わせていただきま

す。 

 今回の一般質問１項目めといたしまして、

コミュニティサイクル（貸自転車）で新しい

観光スタイルの提案をについてお聞きいたし

ます。 

 コミュニティサイクルとは、従来のレンタ

サイクルとは違い、街中に複数のサイクルポ

ート（貸し出し・返却の拠点）を設置して、

どこのサイクルポートでも自転車の貸し出し

や返却が自由に行える自転車の共同利用サー

ビスです。 

 本市の点在している観光地を周遊するため

には、自動車では駐車場の問題などがあり、

電車では時間の制約があり、徒歩で周遊する

には広過ぎます。 

 那賀振興局では、紀の川エリアサイクリン

グマップを作成し、粉河駅、岩出駅、貴志駅

前でレンタサイクルの貸し出しを実施してお

り、３駅間で相互に返却できるワンウェイ返

却サービスもあわせて実施しています。 

 本市も自転車の貸し出しや返却が自由に行

えるコミュニティサイクルを導入し、新しい

観光スタイルの提案を県内外の方に発信して

はいかがでしょうか。 

 次に、２項目めになります。介護保険を使

っていない高齢者の方へ感謝の気持ちを形に

についてお尋ねいたします。 

 市民一人ひとりが日常生活において健康に

気をつけ、できるだけ介護や医療のお世話に

ならないような仕組みをつくることは、市の

取り組みとして非常に大事なことではないか

と考えます。 

 そこで、その一つの取り組みとして、ただ

長寿というだけでなく、健康で介護保険や医

療保険を使わない方を、例えば、健康優良者

というような名目で表彰するのはいかがでし

ょうか。 

 高齢になっても、長年培ってきた知識や経

験を生かし、地域における産業や文化、スポ

ーツ活動、社会貢献などの担い手として第一

線で活躍されている方々をたたえることは、

広く市民の健康意識などの高揚につながると

考えますがいかがでしょうか。 

 次に、３項目めになります。高齢者が利用

できる施設などをまとめた便利帳の作成につ

いてお尋ねいたします。 

 高齢者の方がより安心して生活できること

をめざし、行政機関や病院、相談機関はもち

ろんのこと、地域で活動しているボランティ

ア団体、介護予防につながるサークルなど、

多彩な情報を掲載した冊子を作成し、高齢者

の生活に役立てていただいてはいかがでしょ

うか。 

 以上のことをお聞きいたしまして、私の第

１回目の質問といたします。 

○議長（中本正人君）10番 森下君の質問項

目１、コミュニティサイクルで新しい観光ス

タイルの提案をとの質問に対する答弁を求め
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ます。 

 経済部長。 

〔経済部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済部長（笠原英治君）自転車の貸し出し

や返却が自由に行えるコミュニティサイクル

を導入し、新しい観光スタイルの提案を県内

外の方に発信しては、とのご質問にお答えし

ます。 

 本市における地域の利便性・回遊性・観光

環境を考えると自転車を活用した観光スタイ

ルは有効であると考えます。特に、観光地が

点在している環境では、自動車を活用しての

移動手段が中心となっており、公共交通と自

転車の併用による移動は、観光客の利便性を

向上し、健康促進を図るためにも必要だと考

えます。また、自転車を活用することは環境

問題を抑制し、エコシティーの実現につなが

るものと考え、本市だけでなく周辺観光地と

の連携により積極的に取り組まねばなりませ

ん。 

 現在、本市では、高野口町名倉にある地場

産業振興センターにおいて、自転車の貸し出

しを実施しています。また、和歌山県で進め

ているサイクリングロード利用促進事業では、

県が整備するサイクリングロードの沿道にお

いて休息や自転車の簡易な整備をサイクルス

テーションと位置づけ、必要な物品を配置し

てサイクリストの利便性の向上を図っていま

す。 

 加えて、このロードの始点が和歌山市の南

海フェリー発着所で、終点がＪＲの隅田駅と

なることから、市内各駅周辺を活用した事業

は地域活性化にもつながるものと考えます。 

 また、近隣には、紀の川エリア観光サイク

リング推進協議会があり、さまざまなイベン

ト活動が行われています。今後は、このよう

な協議会とも積極的にかかわってまいりたい

と考えています。また、観光客等の目的やニ

ーズを調査し、本市におけるサイクル活用ス

タイルを検証し、コミュニティサイクル導入

に向けて、周辺市町村との広域連携も視野に

入れながら総合的な取り組みを推進し、自転

車利用による観光戦略を検討していきたいと

思います。 

○議長（中本正人君）10番 森下君、再質問

ありますか。 

 10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）ご答弁ありがとうござ

います。 

 非常に部長から、前向きな検討しますとい

うご答弁をいただきましたので、あえて質問

することはないんですけども、コミュニティ

サイクル、あまり聞きなれない言葉でもある

とは思いますが、レンタサイクルというのは

よく聞いたりはしますけど、コミュニティサ

イクルというのは、いわゆる駅駅間で借りた

ところで返さなくてもいいと、違うところの

場所でコミュニティサイクル自転車を返すこ

とができるという、そういうふうな考え方の

もとで、自転車の先進国のヨーロッパでは、

観光だけじゃなしに交通渋滞の緩和などでも

取り上げられているところもありますし、日

本でも今、すごく注目されていまして、大阪

市や堺市などでもコミュニティサイクルは導

入されております。 

 ですので、橋本市にとってはそんなに交通

渋滞ということもないんかもわかりませんの

で、一つ、方向性としては観光という意味で

は、すごく有効的ではないんかというふうに

も思います。コミュニティサイクルがござい

ましたら、橋本駅から、例えば、高野口行っ

て、学文路行って、また、隅田へ行ってとい

うふうな形で周遊することも可能でありまし

て、ですので、もっと広く考えれば、橋本を

中心にしてかつらぎ町や九度山町と、先ほど、

今、おっしゃったように広域にも考えること
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ができます。そうなりますと、やはり、県と

の連携もしていかないといけないということ

もあります。 

 ここにも挙げさせていただきましたように、

那賀振興局ではもう既に、そういうような形

で広域でされております。いろいろとこれに

対してご検討いただいたと思いますが、コミ

ュニティサイクルを導入するとなれば、メリ

ット、デメリットあると思いますが、その辺、

もしお考えあれば聞かせていただきたいと思

うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（中本正人君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）既に高野口の地場

産業振興センターでレンタサイクルを活用し

て、周遊マップをつくって、特に残念なのは、

啓発を積極的に行われていないので、なかな

か利用者の促進につながっていないというと

ころが残念なんですが、このシェアサイクル

をしていくことになれば、橋本市としては、

ご指摘のとおり、観光面で地域を回遊しても

らうことで、新たな魅力を発見してもらうこ

とが可能になってこようかと思います。今ま

であまり知られていなかった飲食店であった

り、観光資源であったり、そういったことを

市外、県外の方にも確認いただけると思いま

す。 

 それと、都会に限らず、やっぱり橋本駅も

そうですし、高野口駅もそうなんですけど、

自転車で駅まで来られている方がたくさんお

られて、比較的放置自転車もいまだにたくさ

んあります。そういった通学とかビジネスで

利用される方のシェアとして、放置自転車の

抑制にもつながっていきますし、もちろん、

健康促進とかエコシティーの推進、そういっ

たことにもつながってまいろうかと思います。 

○議長（中本正人君）10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 本当にそういった形で前向きにお考えいた

だきまして、橋本市でも自転車で私も回って

いますと、やはり気づかなかった観光資源と

いうのも見つかったりとか、自然豊かなとこ

ろを走っていますと、すごく健康的にもいい

なというふうにも感じますので、ぜひとも県

外からも来ていただきたいというふうなこと

も思います。 

 県外からといいますと、４番議員にもきの

うお話がありましたように、高野山開創1200

年祭では、４月２日から５月21日の約２カ月

間で、来場者数60万人が来られたということ

でありました。そのうち、南海高野山駅にお

り立った方は、私が調べた中では約13万人の

方が、この２カ月間で、あの駅でおりたとい

うことでありまして、前年の2.5倍増という形

で言われて書かれておりました。それだけの

人が本当に来たんだというふうな形で、私自

身もびっくりしておりまして、皆さま方もそ

ういうふうに思ったと思うんですが、果たし

てこの橋本でおりながら、あれだけの人が来

たのかという実感が私もないんですね。 

 というのは、やはり大阪から高野山まで、

どうしても橋本は通過駅になってしまってい

なかったのかなというふうにも考えるわけで

す。高野山、南海に乗っていらっしゃる方が

13万人もおったわけですが、この橋本市でお

りていただいて、橋本市を周遊していただく

というふうなことができなかったのかなとい

うふうにも思うんですが、何かがなければ、

橋本市にそういうふうな魅力がなければ、わ

ざわざ途中下車して周遊していただくことも

ないんですが、その一つのきっかけといいま

すか、取り組みとして、今回レンタサイクル

なんかもいいんではないかと私も考えたわけ

なんですが、そういった1200年祭に対して、

市としてもいろいろほかにも考えていらっし

ゃったと思うんですが、その辺もし、こうい

うふうな取り組みがされたのであれば、何か
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教えていただければと思うんですが、いかが

でしょうか。 

○議長（中本正人君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）高野山開創1200年

に向けて、橋本市独自の何か取り組みをした

のかというおただしについては、広域の観光

協議会、これは高野町も含めた橋本市、かつ

らぎ町、九度山の中で、積極的な観光客誘致

ということを行っていったわけなんですが、

橋本市としてもできるだけ誘客に向けて、い

ろんなおもてなしの研修であったり、それぞ

れのお店に観光客を招くような、そういった

取り組みを積極的に行ったという、そういう

実績はございます。 

 先日、読売新聞に載っておったんですけど、

観光競争ランキングで、結構メジャーなスイ

スの民間研究機関で世界経済フォーラムとい

うのがあるんですけど、ここで日本は総合９

位で、観光の非常に競争力があるというふう

に位置づけられています。いろんな評価の項

目があって、その中で特に日本が優秀であっ

たのが、接客が１位で、従業員の訓練が２位

で、いわゆるおもてなしを得意とする日本独

特の評価であったと思います。政府も2020年

には、外国人観光客インバウンドに対して

2,000万人の目標を立てておりますし、そうい

う中で、高野山もそうやったんですけど、非

常にこれから外国人の誘客というのが橋本市

にも訪れると思います。 

 今現在、橋本駅のほうに公共交通機関鉄道

を利用したり、観光バスで、実はたくさんの

方が、橋本駅でおりられる方が多いです。た

だ、そういうお客さんというのは、直接橋本

市をターゲットにして来られたんではなくし

て、高野町であったり吉野であったり、場合

によっては京都、そういったところまで足を

運ぶ中継点として、トランジット的な形で橋

本駅へ寄られる方が多いです。そういった方、

それと、ルートインがあるので、ただただ関

空へ来て、宿泊のためだけ夜にチェックイン

されて朝早くから遠出されてしまうと、そう

いう、いわゆる滞在時間の短いお客さんが非

常に多いです。 

 そういった方に対して、議員おただしのレ

ンタサイクルなんかを利用していただいて、

この橋本市の魅力を認識してもらって、観光

施設であったり、店舗に誘導する仕組みづく

りが大切だと思っております。これから、そ

ういう観光客に向けて、さらに付加的な内容

として、例えば、観光客の荷物を預からせて

いただく、観光案内所で預からせてもらった

り、宿泊施設で預からせてもらって、そこか

ら自転車で周遊してくださいねと、そういう

取り組みも今後検討していけるんではないか

と思っています。 

○議長（中本正人君）10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 すごくこれからまた前向きに取り組んでい

ただくということで、具体的にというのは、

ちょっと私も今わからなかったので、やはり、

私も反省しているところではあるんです。実

は、1200年祭に対してもっとアピールしたら

よかったんじゃないかなと思いました。 

 ですので、実はまた、広域でという話も私

思ったのは、来年2016年には、大河ドラマ「真

田丸」が放映されます。ですので、来年は多

分、九度山駅のほうにたくさんの乗客の方が

おりて、また、九度山町を周回されると思い

ます。徒歩だけであれば、九度山町だけで終

わってしまうところを、九度山町にもしレン

タサイクルがあれば、そこで自転車に乗って

いただいて、真田庵や慈尊院まで来ていただ

いたら、もう橋を渡れば高野口町ですから、

高野口町へ行っていただいて、そこからまた

橋本市へ行っていただくということも可能だ

と思いますので、そういう意味ではレンタサ
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イクルというのは今、橋本市にとっても、す

ごくいいのではないかなというふうにも思い

ます。 

 大河ドラマの効果というのも大変大きいも

のがありまして、昨年、放映されましたＮＨ

Ｋの大河ドラマの「軍師官兵衛」に、そこで

関係しております大分県の中津市というとこ

ろは、官兵衛が12年ほど城主を務めた場所で

ありますけども、その中津城の観光客が、平

成26年度13万5,000人で、前年の４倍以上に増

えたということもあります。 

 ですので、橋本市独自で観光客を呼べると

いうのが一番理想的だとは思うんですが、せ

っかく来年、そういうふうなことがあります

ので、機会がありますので、それに便乗する

こともいいのではないかなというふうにも考

えます。ですので、そういう意味では、広域

という意味でも取り組んでいただきたいんで

すが、そうなると伊都振興局との連携という

こともありまして、その点、すごく振興局と

の連携が高い理事もいらっしゃいますし、市

長も伊都振興局のほうともかかわりがござい

ますので、この辺、上層部の方々のお考えは

いかがなのかちょっとお聞きしたいなという

ふに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（中本正人君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）森下議員の質問にお答

えします。 

 来年は「真田丸」ということで開催される

わけですけども、ただ、先ほど言われました

九度山町については、果たしてあそこを自転

車で走っていいのかという、あの狭いところ

を自転車で走ることが、かえってけがをさす

とか、今、改正自転車法もありますから、そ

の中でそれをどういうふうにクリアしていく

んかということは、これはもうちょっと非常

にハードルが高いかなというふうに思ってい

ます。 

 ただ、レンタサイクルについては、当然、

これから伊都橋本の中でどういうふうにして

いくんかというのは、観光という部分では非

常に大切な部分であると思います。サイクリ

ングの自転車レースであったり、そういう誘

致をしていくとか、観光でヒルクライムやっ

たかな、そういうようなこともあると思いま

すし、また、あるいは観光として、これから、

ＪＲの隅田駅まで今、サイクリングロードと

して県の部分で決定していますから、それを

いかに活用していくかというふうなこともこ

れから考えていく。高野口に置いてあるのは

３台ですから、３台で逆にそしたら何ができ

るのかというふうな問題もあるし、告知もで

きていませんし、そしたら、どこに置いてお

いたら誰が回収するんやという、そういう基

礎的なことも一度、検討をして、そして、そ

れはどこが運ぶんやというふうな、非常にち

ょっと短期間では難しいような状況もありま

す。 

 現在、三市協のほうからも、先日、総会や

ったんですけども、五條市の太田市長のほう

から、ぜひ五條から奈良のほうまでつないで

いきましょうという、また、河内長野市まで

行きましょうとかいうような広域的な話もあ

りますので、そういう中で、一度、すぐにと

いうのはなかなか難しい問題なんですけども、

広域も含めて橋本市でも、どういう方法があ

るのかということも含めて、置きっぱなしに

なったら困りますし、駅に置いといて誰かに

乗って帰られても困ります。そういうセキュ

リ的な問題もあると思いますので、一度、ま

ず、庁内で検討させていただいて、その中で、

また広域にも提案をしていくという方向で、

伊都振興局とこの事業については、もともと

県がサイクリングロードと指定してきている

部分がありますので、そういう部分の中で、
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しっかり振興局と連携をしながら前へ進めて

いきたいというふうに思います。 

○議長（中本正人君）10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 しっかり連携とっていただくということで、

ありがとうございます。先日も、伊都振興局

長にこのような話をしましたら、ぜひともど

んどん振興局のほうに持ってきてくれという

ことでしたので、向こうも積極的に受け入れ

られているみたいでございますので、こちら

の熱意を伝えていかないと、向こうにも伝わ

らないと思いますので、特に、那賀振興局で

は、それを先進的にされておりますので、決

して向こうもできないことではないというふ

うにも考えていらっしゃると思いますので、

積極的に、この辺、進めていただきますよう

どうかよろしくお願いします。 

 一つ目の質問は終わります。 

○議長（中本正人君）次に、質問項目２、介

護保険を使っていない方への感謝を形にとの

質問に対する答弁を求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（石橋章弘君）登壇〕 

○健康福祉部長（石橋章弘君）議員ご質問の、

健康で介護保険や医療保険を使わない方の表

彰等を行うことは、高齢者の方々の健康に対

する意識の高揚を図る一定の効果が期待でき

ると思います。 

 現状として、本市では、介護を受けること

なくいつまでも健やかに過ごしていただける

よう、また、健康への意識づけとして、げん

きらりー教室やふれあいサロン事業などの介

護制度に組み込まれた介護予防事業を展開し

ているところです。 

 表彰などの実施については、現時点、その

実施方法や効果の見極めには至っておらず、

事業の実施予定はありませんが、今後、先行

事例もありますので、その実施方法や効果に

ついて、調査研究したいと考えます。 

○議長（中本正人君）10番 森下君、再質問

ありますか。 

 10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 介護保険制度、本当にこれは、国、国民全

体で支えていくというのが基本であります。

しかしながら、お元気なご高齢者にとっては、

長年介護保険料を払っているのに何もないの

かというのが、すごくどこかで持っていらっ

しゃると思います。健康でおれるというのは、

確かにありがたいことではあるんですけども、

やはり、何かしっくりこないなというのを持

っていらっしゃる方もいらっしゃいまして、

そういうお話も聞いたものですから、今回、

こういうふうなお話もさせてもらいました。 

 きのうの８番議員の質問にありましたよう

に、７万6,400円ですか、その辺払っていただ

いて元気でいていただくということは市にと

ってもありがたいことでありますし、ちなみ

に、介護保険を在宅で使いますと、例えば、

１万円かかった場合、本人負担は約１割とい

う形になりまして、残り9,000円のうち２分の

１の4,500円を私たちが払った介護保険料で

払うと。残りの２分の１を国が補填して、ま

た、その４分１が県で持って、また、あとの

４分の１を市で持つという形になりますので、

県にしろ市にしろ財政は厳しい中、どんどん、

これから負担が増えていきますので、大きな

課題であるということは間違いないというふ

うに思います。 

 先ほどおっしゃっていただいたように、橋

本市がげんきらりーとかという形で取り組ま

れておりますので、元気なご高齢の方がたく

さんいらっしゃいますが、そういう方がどん

どんまた増えるように、ぜひとも、この辺り

もご検討いただいて、先ほどもありましたよ

うに先進地もございますので、その辺、また
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しっかりとご協議いただいて、こういったご

高齢の方にも感謝の気持ちをあらわせる市で

あるというのをアピールしていただければと

いうふうに思いますが、その辺、また前向き

にご協議いただけるのかどうか、もう一度、

お願いいたします。 

○議長（中本正人君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）今のご質問の

中で、まず、保険料の、平たく言えば、掛け

捨てのような考え方をお持ちの方、俗に言え

ば非常によくわかるような気持ちではありま

す。 

 ただ、例えば、本市といたしまして、表彰

による、一定の金品に近いようなものを表彰

につけていくとなると、まさに保険料の反対

給付、減額、平たく言えば、そういうふうな

ことにとられると、やはり介護保険の基本的

理念、社会全体で支えていく、あるいは65歳

以上の一般、第１号被保険者の方々の保険料、

第２号もありますけども、皆さんで支えてい

くという基本理念のところでございます。一

定の要件になれば、いえば、強制的に加入と

なり、強制的に保険料も徴収されるとかいう

ことになってしまうということであれば、一

定の要件というか、一部の方にそういうふな

反対的な減額的なことに結果的にはなってし

まうようにとられることは非常に好ましくな

い。これは一定のそういう考え方もございま

す。 

 となれば、やはり考え方としては、当然、

皆さん、いつまでもお元気で介護保険の適用

を受けるようなことにならないようにという、

健康でいつまでもという考え方、こういう意

識づけというのが一番大きな目的になろうか

なと思います。一般的に表彰と申しますと、

例えば、他の模範となる方であるとか、すぐ

れた功績であるとかというようなことに対し

て表彰することによって、皆さんの意識の高

揚を図るというのは一般的な話なのかなとい

うことになります。 

 申し上げたいのは、いわゆるいつまでもみ

んな元気で長生きしたいというのは、一人ひ

とり、皆さん、持っている感情だと思います。

これに対して、いかに意識づけしていくか、

インセンティブを与えるのかというふうな効

果に着眼して考えた場合に、確かに、表彰事

業というのは非常に効果のあるもの、一定の

効果のあるものというふうには認識できます

が、本市としては、現時点、この介護保険制

度の中で、それに至らない予防事業という位

置づけがございます。それが、答弁差し上げ

たげんきらりー等々の、ふれあいサロン等の

事業になってくるのかなというふうに考えま

す。 

 実際、表彰事業のやり方、事務的なやり方

なり、その効果のほうがまだ見極められてい

ないという現状にございますので、今後、先

進地事例等を研究させていただいて、それを

見極めた後に実施か、あるいは実施しないか

等々を検討していきたいということでご答弁

を差し上げております。 

○議長（中本正人君）10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 すごくお元気で、ご高齢の方もたくさんい

らっしゃいますので、介護保険、医療保険を

使わずに元気でいらっしゃるということ自体

が、私はもう表彰に値するんじゃないかなと

いうふうに思います。家族にしても、うちの

おじいちゃん、おばあちゃん、元気で、この

間、表彰を受けたんよと言えば、それも家族

の一つの励みになりますし、ご本人もこれか

らまだまだ元気でおらなあかんなというふう

な思いで頑張っていただけるんじゃないかな

というふうに思います。 

 ですので、金品どうこうという話もありま

したが、それはまたご検討いただいて、まず、
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そういうふうな形で、まず、何らかの形をあ

らわしていただくといいうのも一つではない

かなというふうに思いますので、いろんなパ

ターンもあると思います。年齢的なこともあ

ると思います。何歳から表彰したらええのよ

という話もあると思いますし、毎年やるんか

いというようなこともあるかもわかりません

が、それはまたご検討いただいて、例えば、

90歳以上で毎年５年間ずつやるよとかいうの

であれば、そういうなも一つやと思いますし、

いろいろだと思います。それはまたご検討い

ただいて、ぜひともこれは、健康なご高齢者

に関して感謝の気持ちをあらわせる市である

というのをアピールできる機会でもあると思

いますので、どうかまた、しっかりと検討い

ただければと思います。 

 二つ目の質問は終わります。 

○議長（中本正人君）次に、質問項目３、高

齢者が利用できる施設等の便利帳の作成をと

の質問に対する答弁を求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（石橋章弘君）登壇〕 

○健康福祉部長（石橋章弘君）高齢者が利用

できる施設などをまとめた便利帳の作成のご

質問にお答えします。 

 高齢者の方々がより安心して生活ができる

ためには、困ったときに、安心して相談がで

きる窓口として橋本市地域包括支援センター

を設置しています。そこでは、相談内容に応

じて、各種制度の紹介や申請方法の助言、具

体的なサービス利用の調整、また、お住まい

の地域にある介護保険事業所や病院、地域活

動などの情報などわかりやすく紹介していま

す。 

 地域包括支援センターでは、昨年度当初に、

みんなでつくった相談支援ハンドブックを発

行し、相談支援に携わっている関係者にお配

りしたところです。これは、介護保険事業所、

病院、民生委員などの関係者が集まって開催

した地域ケア会議において意見を集約し、介

護、医療、地域などさまざまな情報を盛り込

んだものを作成し、高齢者の支援に携わる

方々に活用していただいています。各関係者

からは、高齢者からの相談や支援調整時に役

に立つという評価をいただいているところで

す。 

 また、高齢者やご家族などには、相談内容

に応じ、介護保険サービス事業所や病院のリ

スト、いきいき長寿課で取り組んでいるふれ

あいサロンや、げんきらりー自主運営教室の

ような地域での活動団体の一覧表などを適宜

お渡しして活用していただいているところで

す。 

 サービス事業所や地域活動等の情報は、少

なくとも毎月更新する必要が生じます。冊子

では一部変更での再作成がその都度できませ

んが、本市では、ニーズに応じた最新情報の

提供に心がけていますので、現状では冊子に

することは考えていません。 

○議長（中本正人君）10番 森下君、再質問

ありますか。 

 10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 部長から、冊子にする予定はないというこ

とでありますが、そういった情報、すごく役

立って、一度、相談員にはつくってあるとい

うふうな形でおっしゃっていただいていまし

たが、それを一般の方にも見られるようにし

ていただければすごく便利ではないかなとい

うふうに思います。 

 千葉県の勝浦市では、「勝浦いろは帖」とい

う形で、こういうのを作成していらっしゃい

ます。この中には、全ての情報、ご高齢者に

関して役に立つような情報がたくさん載って

おりまして、例えば、行政に関すること、相

談窓口はどういうところですかとか、あと、
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生活に関すること、医療関係、介護サービス、

ボランティア、認知症まで、全てが一つにま

とまっておるようでございます。 

 ですので、例えば、冊子にするというふう

になれば、先ほどおっしゃったように、更新

が大変になるということもありますので、こ

こも、勝浦市も、インターネットに公開され

ていまして、こういうふうな形で、タブレッ

トを持っていれば、すぐにこうやって見るこ

とができますので、こういうふうな形で、イ

ンターネット上にＰＤＦなり、公開していた

だくという形でまとめていただいてという形

ではいかがでしょうか。 

○議長（中本正人君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）実は、このご

質問をいただきまして、担当課等で協議して

おりまして、その中でも、ホームページ等々

でご案内するという案も出ております。これ

については、今後取り組んでいきたいと考え

ております。ただ、ちょっと心配なのは、こ

ういうサービスを利用される方はホームペー

ジを見られるかなというところは心配ではご

ざいますが、当然、ご家族の方等もいらっし

ゃいますので、ホームページでご案内するこ

とは取り組んでまいりたいと思っております。 

○議長（中本正人君）10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 確かに、そういうふうな思いがあります。

ご高齢の方が果たして、ホームページを見る

かなというのもあるとは思いますが、ただ、

やはり先ほどおっしゃったように、家族の方

が見ることで、すごく、まとまっています。

これ、私も見せていただいて、すごくまとま

ったものになっていますのでよくわかります

し、どこに連絡をすればいいのか、突然、夜

にそうなった場合、どうしたらええんかとか、

やはり、なかなか時間がない、働いている家

族の方にとっては、こういうふうにまとめて

いただくと、窓口に相談に行くとなるとなか

なかまた、大変ですけども、まとまったもの

があれば、すごくわかりやすいんじゃないか

なというふうに思いますので、妊婦さんには

母子手帳という形ですごく情報が集まった冊

子がありますけども、そういったご高齢の方

のそういった資料帳、手帳みたいなものがあ

ればいいなというふうにも考えておるんです

が、やはり印刷するとお金もかかりますので、

なかなかそういう面でも大変だと思いますが、

一つの方法としましては、広告料を集めてそ

れを冊子にするということも考えられるので

はないかなというふうにも考えますが、まず

は、スタートとして、ホームページでＰＤＦ

化して、アップしていただくからスタートし

ていただいて、さらに、やはり印刷してほし

いよというのであれば、そこに進んでいただ

ければというふうに思います。 

 ですので、まずはホームページにアップす

ることを考えていただけるということであれ

ば、そこからまずは進めていただければなと

いうふうに思いますので、すごく前向きなご

答弁をいただきましたので、まずはきょうは、

このあたりにさせていただきまして、次また

期待させていただきたいと思います。 

 以上で私の一般質問は終わります。 

○議長（中本正人君）10番 森下君の一般質

問は終わりました。 

                                          

 


